
【新規事業】

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

1
部活動指導員制度
運用事業
【学校教育課】

752 5,985 5,985

2

小学校給食調理場
整備事業
【学校給食セン
ター】

（未定） （未定） （未定）

【拡大事業】

変更 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

既存分 94,282 96,191 91,523

拡大分 30,000 0 0

既存分 41,909 41,909 41,909

拡大分 1,161 1,161 1,161

既存分 127,341 117,256 113,053

拡大分 0 10,706 804

既存分 837 837 837

拡大分 161 1,106 1,304

既存分 392 1,404 392

拡大分 0 800 20

既存分 16,771 16,908 16,908

拡大分 2,765 2,816 2,816

既存分 22,050 22,458 22,458

拡大分 1,398 165 165

6

学校図書館活用事
業
※学校教育課所管
事業
【文化課】

大曲地区をモデルとして、包括的な子どもの読書活動を推
進するため、地域と図書館を結ぶ「まちなか司書」（フル
タイムスタッフ１名）を大曲分館に増員し、小学校や保育
園等の巡回体制を構築する

7
図書館サービス提
供事業
【文化課】

視覚障がい者の読書支援を進めるため、音訳機器の更新整
備を実施する。
開設当初のカセットデッキ等が廃版によって修理不能とな
り、サービス停止を避けるため、低コストで効率的、かつ
汎用性の高いデジタル化への切り替えを行う。

4

コミュニティ・ス
クール推進事業
【小中一貫教育
課】

地域とともにある学校づくりを推進するためのツールとし
て、平成25年度に西部中学校区に導入したコミュニティ・
スクールのこれまでの実践を検証して、検証で明らかに
なった成果及び課題を踏まえ、同中学校区における取組を
継続して推進するとともに、他の中学校区に拡大する。

5
国際交流事業
【社会教育課】

平成32年度はサスカツーン市派遣交流30周年の節目である
ことから、記念の事業についてサスカツーン市と共同で検
討するとともに、今後の交流事業について協議を行う職員
派遣を行う。

2
特別支援教育推進
事業
【学校教育課】

陽香分校へ特別支援教育支援員１名の配置を行うことによ
り、市内の全小中学校への配置を完了する。

3
要保護・準要保護
児童生徒援助事業
【学校教育課】

年度末、年度当初の申請受付から認定審査、支給処理に大
きな時間を要しているため、住民記録台帳と連携したシス
テムを導入することにより、事務作業の効率化を図る。

高度衛生管理への対応や、食物アレルギーへの対応などを考慮し
た新たな給食調理場施設整備に取組む。

№ 事業名 事業概要
事業費（千円）

1
学校ICT環境整備事
業
【教育総務課】

文部科学省から、平成29年7月に「教育情報セキュリティポ
リシーに関するガイドライン案」が示され、学校のネット
ワークセキュリティの強靭化が求められており、本市の学
校ICT整備環境に即したセキュリティ対策経費について拡大
分として要求する。

2018推進計画　新規・拡大・見直し等事業一覧

№ 事業名 事業概要
事業費（千円）

教員の多忙化解消及び負担軽減を図るため、部活動指導員を学校
に派遣する。また、専門家が技術指導等を行うことにより、生徒
の競技力、技術力の向上を図る。

1



【継続事業における見直し・工夫した事業】

変更 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

変更前 992 992 992

変更後 811 271 271

変更前 10,044 - -

変更後 10,908 29,600 10,000

変更前 22,356 - -

変更後 19,900 29,160 22,356

変更前 8,321 7,997 7,997

変更後 7,239 7,162 6,691

変更前 7,443 7,443 7,443

変更後 8,666 8,306 7,050

変更前 8,282 20,062 21,992

変更後 10,150 21,930 24,042

6

旧島松駅逓所大規
模改修事業
【エコミュージア
ムセンター】

Ｈ31年度実施予定であった防災設備工事をＨ33年度の修理
工事と併せて行う。
平成32年度の修理実施設計と併せて耐震補強設計を行う。
学識経験者等で構成する「（仮称）旧島松駅逓所大規模改
修事業外部委員会」を運営するため経費計上する。

4

エコミュージアム
普及推進事業
【エコミュージア
ムセンター】

〇講演会に係る謝金額の見直し
〇道外視察旅費の計上
〇企画展の回数減
〇地域遺産説明板・標柱に係る購入費の削除及び組立・設
置費の計上
〇備品の計画的購入

5

文化財保存・活用
事業
【エコミュージア
ムセンター】

Ｈ30年度東記念館改修工事に伴う収蔵品のフレンドリーセ
ンターへの移設及び復旧に係る運搬費の計上
掛軸補修等委託費の精査

2
芸術文化ホール設
備修繕事業
【文化課】

芸術文化ホールのの安全性や利便性などの機能維持のた
め、施設設備の計画的な施設修繕を行う。
H30はワイヤーロープ,滑車類、操作制御盤の交換を行う。
H31は音響設備機器・H32は照明の一部更新を行う。

3
文化施設修繕事業
【文化課】

文化施設の機能維持のため、施設設備の計画的な施設修繕
を行う。
H30については、インターロッキング等改修工事のほか、自
動火災報知設備更新工事修繕を行うこととする。H31につい
ては冷暖房機中央監視機器更新工事、H32については大規模
改修調査委託を実施する。

№ 事業名 見直し内容・変更事項
事業費（千円）

1
フレンドリーセン
ター事業
【社会教育課】

フレンドリーセンター施設解体工事事業の工程案に合わ
せ、維持管理経費の整理を行った。

2



 

 

2018推進計画 個別事業調書 

学校教育課 

事業名 部活動指導員制度運用事業 

新  規 節 ２ 施策 ２ 番号 ２８９ 

事業概要 
 

教員の多忙化解消及び負担軽減を図るため、部活動指導員を学校に派遣する。また、

専門家が技術指導等を行うことにより、生徒の競技力、技術力の向上を図る。 

 

【部活動指導員の職務】 

・実技指導 

・安全・障害予防に関する知識・技能の指導 

・学校外での活動（大会・練習試合等）の引率 

・用具・施設の点検・管理 

・部活動の管理運営（会計管理等） 

・保護者等への連絡 

・年間・月間指導計画の作成 

・事故が発生した場合の現場対応 

 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

752千円 

部活動指導員報酬：1,200円×60時間（15時間×4週） 

×9ヶ月（H30年7月～3月）×1名＝648,000円 

部活動指導員通勤手当：10,000円×9ヶ月（H30年7月～3月）

×１名＝90,000円 

部活動指導員傷害保険料：13,500円×1校＝13,500円 

平成 
31 
年度 

5,985千円 

部活動指導員報酬：1,200円×60時間（15時間×4週） 

×12ヶ月×6名＝5,184,000円 

部活動指導員通勤手当：10,000円×12ヶ月×6名＝

720,000円 

部活動指導員傷害保険料：13,500円×6校＝81,000円 

平成 
32 
年度 

5,985千円 

部活動指導員報酬：1,200円×60時間（15時間×4週） 

×12ヶ月×6名＝5,184,000円 

部活動指導員通勤手当：10,000 円×12 ヶ月×6 名＝

720,000円 

部活動指導員傷害保険料：13,500円×6校＝81,000円 
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2018推進計画 個別事業調書 

給食センター 

事業名 小学校給食調理場整備事業 

新  規 節 １ 施策 ４ 番号 新規 

事業概要 
 
 小学校給食調理場施設は、昭和４９年に建設され４２年を経過しており、平成２４年には

耐震補強工事を施工したが、施設・設備等の老朽化が顕著なことから、北海道保健環境部及

び千歳保健所からも徹底した衛生管理を連続的に行い、食中毒防止に努めるよう指導を受け

ている。 
また、ドライ方式の導入など高度衛生管理への対応が必要な時期を迎え、加えて食物アレ

ルギーへの対応に係る考慮と、老朽・狭隘化した現有施設・設備への対応など、これらの課

題に取組むため、新たな給食調理場施設・設備等の整備について検討の必要がある。 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

（未定） 給食調理場整備に向けた準備 

平成 
31 
年度 

（未定） （未定） 

平成 
32 
年度 

（未定） （未定） 
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2018推進計画 個別事業調書 

教育総務課 

事業名 学校 ICT環境整備事業 

拡  大 節 １ 施策 ４ 番号 ２１２ 

事業概要 
 
整備済み教育用・校務用ＰＣの償還、保守、修繕及び校務支援システム使用に係る経費の

ほか、平成 30年度の機器更新は、中学校パソコン教室のノート PC240台を更新し、タブレ
ット PC での整備を行い、普通教室での活用を促進する。併せて、電子黒板ユニットの更新
を図る。 
（北海道市町村備荒資金組合 防災資機材整備事業 80,768千円） 
 

【拡大部分】 
文部科学省から、平成 29 年 7 月に「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライ
ン案」が示され、自治体情報セキュリティ対策の強化と同様に、学校のネットワークセキュ

リティの強靭化が求められており、本市の学校 ICT整備環境に即したセキュリティ対策に係
る経費を計上する。 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

既存分 94,282千円 
・教育用・校務用ＰＣの償還、保守、修繕 
・校務支援システム使用料 
・中学校教育用ＰＣ(ﾀﾌﾞﾚｯﾄ)等の更新 

拡大分 30,000千円 教育情報セキュリティ対策の強化 
（※行政管理課と協議中） 

平成 
31 
年度 

既存分 96,191千円 
・教育用・校務用ＰＣの償還、保守、修繕 
・校務支援システム使用料 
・児童生徒用タブレットの整備 

拡大分 0千円  

平成 
32 
年度 

既存分 91,523千円 
・教育用・校務用ＰＣの償還、保守、修繕 
・校務支援システム使用料 
・小学校教育用ＰＣ(ﾀﾌﾞﾚｯﾄ)等の更新 

拡大分 0千円  
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2018推進計画 個別事業調書 

学校教育課 

事業名 特別支援教育推進事業 

拡  大 節 ２ 施策 １ 番号 ３４６ 

事業概要 
 
《特別支援教育支援員の配置拡大》 
児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握しその改善や克服をするため、学校全体で適切

な指導・支援が行えるよう通常学級に在籍し、特別な支援を必要とする児童の生活面や学習

支援等を行う支援員を配置する。 
 
（現 状）陽香分校を除く小中学校に配置（22名） 
（変更点）陽香分校へ１名の増員 
・通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒の生活面や学習支援等を行うた

め陽香分校へ１名配置し、市内の全小中学校への配置を進める。 
 
○積算額 1,161千円 
内訳 報酬（非常勤職員報酬）   1,157千円 

旅費（普通旅費）          4千円 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

既存分 41,909千円 
特別支援教育支援員・特別支援学級介助員の配

置、普通旅費、検査用消耗品等、宿泊学習バス借

上料など 

拡大分 1,161千円 特別支援教育支援員１名の増員 

平成 
31 
年度 

既存分 41,909千円 
特別支援教育支援員・特別支援学級介助員の配

置、普通旅費、検査用消耗品等、宿泊学習バス借

上料など 

拡大分 1,161千円 特別支援教育支援員１名の増員 

平成 
32 
年度 

既存分 41,909千円 
特別支援教育支援員・特別支援学級介助員の配

置、普通旅費、検査用消耗品等、宿泊学習バス借

上料など 

拡大分 1,161千円 特別支援教育支援員１名の増員 

 

6



 

 

2018推進計画 個別事業調書 

学校教育課 

事業名 要保護・準要保護児童生徒援助事業 

拡  大 節 ２ 施策 ２ 番号 ２２４ 

事業概要 
 
生活保護世帯（要保護）や経済的困窮世帯（準要保護）の児童生徒に対し、就学に必要な

経済的な援助を行うことで、平等に義務教育を受ける権利を保障する。 
 
年度末、年度当初の要保護・準要保護児童生徒援助事業に係る事務作業量が膨大になって

おり、データの整備等が必要となっている。申請受付から認定審査、支給処理に大きな時間

を要しているため、住民記録台帳と連携したシステムを導入することにより、業務の効率化

が図られる。 

また、窓口や電話による市民や学校からの支給実績の照会や医療券発行事務においても、

円滑な対応が可能となる。 

 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

既存分 127,341千円 
学用品費・通学用品費・校外活動費・新入学用品

費・修学旅行費・給食費・体育実技用品費・医療

費等の援助 

拡大分 0千円 平成 31年度より実施 

平成 
31 
年度 

既存分 117,256千円 
学用品費・通学用品費・校外活動費・新入学用品

費・修学旅行費・給食費・体育実技用品費・医療

費等の援助 

拡大分 10,706千円 就学援助システムの導入、保守等 

平成 
32 
年度 

既存分 113,053千円 
学用品費・通学用品費・校外活動費・新入学用品

費・修学旅行費・給食費・体育実技用品費・医療

費等の援助 

拡大分 804千円 就学援助システムの保守等 
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2018推進計画 個別事業調書 

小中一貫教育課 

事業名 コミュニティ・スクール推進事業 

拡  大 節 ２ 施策 １ 番号 ３５３ 

事業概要 

地域とともにある学校づくりを推進するためのツールとして、平成25年度に西部中学校区

に導入したコミュニティ・スクールのこれまでの実践を検証して、検証で明らかになった成

果及び課題を踏まえ、同中学校区における取組を継続して推進するとともに、他の中学校区

に拡大するための検討を行う。 

 

【前回推進計画からの変更点】 

平成29年度から他中学校区準備検討委員会を開催する予定であったが、平成30年度の小

中一貫教育の全市一斉導入に向けた準備を行っていることから、学校の負担を考慮した結果、

先行実施する中学校区の委員会を平成31年度の開催とし、平成32年度に学校運営協議会を

設置することとする。 

 

平成 29 年度の地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正により学校運営協議会設

置が努力義務化されたことを受け、平成35年度に全市（未設置中学校区）で学校運営協議会

を設置することとした。これに伴い、これまでは平成30年度に他中学校区学校運営協議会を

1中学校区指定するとしていたが、全市への拡大に向け、1小1中、2小1中の中学校区で設

置モデルが必要となるため、平成32年度に2中学校区で設置することとする。 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 

計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 

30 

年度 

既存分 837千円 ●学校運営協議会運営費（委員報酬・会議消耗品） 
●全国ＣＳ研究大会及び研修会参加 

拡大分 161千円 ●全国ＣＳ研究大会への参加 
●講演会（市民向け） 

平成 

31 

年度 

既存分 837千円 ●学校運営協議会運営費（委員報酬・会議消耗品） 
●全国ＣＳ研究大会及び研修会参加 

拡大分 1,106千円 
●モデル中学校区準備検討委員会の開催（2 中学

校区）●拡大設置に向けた先進地視察●説明会

（地域向け）●全国ＣＳ研究大会への参加 

平成 

32 

年度 

既存分 837千円 ●学校運営協議会運営費（委員報酬・会議消耗品） 
●全国ＣＳ研究大会及び研修会参加 

拡大分 1,304千円 
●モデル中学校区学校運営協議会設置（委員報

酬・会議消耗品、印刷製本費）●全国ＣＳ研究大

会（モデル中学校区分）への参加 
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2018推進計画 個別事業調書 

社会教育課 

事業名 国際交流事業 

拡  大 節 １ 施策 ３ 番号 ３２３ 

事業概要 
 
＜目的＞ 
 地域に根ざした国際交流事業の実施を通して、市民レベルの相互理解と友好親善を目的に

活動する、北広島国際交流協議会を支援する。 
＜概要＞ 
 ・高校生を対象にカナダ・サスカツーン市との相互交流（受入れ・派遣） 
 ・市民交流事業の実施（関係団体との連携事業、イングリッシュミーティング等） 
 ・組織の強化（会員拡大、ホームステイ等ボランティアの拡大） 
 
【拡大内容】 
 ・サスカツーン市派遣交流30周年記念の事業の検討 
 ・今後の派遣交流の安定的な実施のために継続した協議の実施 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

既存分 392千円 

カナダ・サスカツーン 
市の交流受入 
市民交流事業の実施 
組織の強化 

拡大分 0千円 サスカツーン市派遣交流 30 周年を記念する事業
の検討をサスカツーン市と共同で実施 

平成 
31 
年度 

既存分 1404千円 

カナダ・サスカツーン 
市の交流受入 
市民交流事業の実施 
組織の強化 

拡大分 800千円 
サスカツーン市派遣交流 30 周年事業及び、今後
の安定的な事業展開のための共同検討にあたり

職員をサスカツーン市に派遣 

平成 
32 
年度 

既存分 392千円 

カナダ・サスカツーン 
市の交流受入 
市民交流事業の実施 
組織の強化 

拡大分 20千円 周年記念事業の実施 
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2018推進計画 個別事業調書 

 文化課（図書館） 

事業名 学校図書館活用事業 

拡  大 節 ２ 施策 １ 番号 ３４４ 

事業概要 
 
《地域まるごと読書支援モデル事業（大曲）》 

 大曲地区をモデルとして、包括的な子どもの読書活動を推進するため、地域と図書館を結

ぶ「まちなか司書」（フルタイムスタッフ１名）を大曲分館に増員し、小学校や保育園等の巡

回体制を構築する。 
 
（現 状）隔週で中学校に学校司書３名の配置 
（変更点）「まちなか司書」1名の増員（フルタイムスタッフ） 
 ～「まちなか司書」の役割 
  ・大曲分館に配置するが、カウンターワークに縛られず、小学校や地域の子育て施設を

巡回する司書である。 
  ・小学校においては学校司書として大曲小学校・大曲東小学校をそれぞれ隔週で巡回す

る（火～金曜日）。 
  ・幼稚園・保育園等においては、御用聞き司書として読み聞かせなどの要望に応じる（小

学校勤務外の勤務時間） 
 
○積算額（委託費）   2,765千円（8％税込） 
            2,816千円（10％税込） 
 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

既存分 16,771千円 学校図書の購入、豆次郎手数料、学校図書センタ
ー運営業務委託、システム機器借上など 

拡大分 2,765千円 まちなか司書１名の増員 

平成 
31 
年度 

既存分 16,908千円 学校図書の購入、豆次郎手数料、学校図書センタ
ー運営業務委託、システム機器借上など 

拡大分 2,816千円 まちなか司書１名の増員 

平成 
32 
年度 

既存分 16,908千円 学校図書の購入、豆次郎手数料、学校図書センタ
ー運営業務委託、システム機器借上など 

拡大分 2,816千円 まちなか司書１名の増員 
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2018推進計画 個別事業調書 

文化課（図書館） 

事業名 図書館サービス提供事業 

拡  大 節 ２ 施策 ６ 番号 ３９４ 

事業概要 
《音訳機器の更新整備の実施》 
 視覚障がい者の読書支援を進めるため、音訳機器の更新整備を実施する。 
 開設当初のカセットデッキ等が廃版によって修理不能となり、サービス停止を避けるため、

低コストで効率的、かつ汎用性の高いデジタル化への切り替えを行う。 
 （補足事項）  
・法改正により図書館として本格的な障がい者サービスが求められている（障がい者総合支

援法、図書館の設置及び運営上の望ましい基準）。 
・館内にある点訳と音訳ボランティアの活動室・スタジオ等を設け、機器を設置。ボランテ

ィアによって点訳・音訳サービスとテレフォンリーディング（プライベートサービス）を展

開している。 
・ＤＡＩＳＹ図書：視覚障がい者向けに音訳されている資料で、専用の再生機（ＤＡＩＳＹ）

で活用する。 
○初期導入費（更新整備費）《積算額》  1,398千円（8％税込） 

（内訳）・印刷費   18千円 
              ・備品費  1,185千円 

 ・資料費   162千円 
 ・消耗品費  33千円 

 
○継続費《積算額》           165千円（10％税込）※導入の次年度 

     （内訳）・資料費  165千円 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

既存分 22,050千円 図書館資料の購入、情報検索データベースの活
用、高齢者等の宅配サービスの実施など 

拡大分 1,398千円 音訳機器の更新整備費（初期導入費） 

平成 
31 
年度 

既存分 22,458千円 図書館資料の購入、情報検索データベースの活
用、高齢者等の宅配サービスの実施など 

拡大分 165千円 ＤＡＩＳＹ図書資料費（継続費） 

平成 
32 
年度 

既存分 22,458千円 図書館資料の購入、情報検索データベースの活
用、高齢者等の宅配サービスの実施など 

拡大分 165千円 ＤＡＩＳＹ図書資料費（継続費） 
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2018推進計画 個別事業調書 

社会教育課 

事業名 フレンドリーセンター運営事業 

工夫 節 ４ 施策 ２ 番号 ２６１ 

事業概要 （見直し内容・工夫事項） 
 
フレンドリーセンターの施設管理を行う。 

障がい児・者の学習機会や社会参加の場として、スポーツや文化活動を実施する。 
また、主体的な学習活動を積極的に支援するとともに、学習・発表の機会や活動の場を提供

する。 
 
【見直し内容】 
平成 31年度の施設解体に伴う閉鎖により、平成 31年度以降、施設維持管理費を廃止する。 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

変更前 992千円 
スキー教室の開催、体験学習教室の開催 
太鼓教室の開催、サッカー教室の開催 
施設管理 

変更後 811千円 
スキー教室の開催、体験学習教室の開催 
太鼓教室の開催、サッカー教室の開催 
施設管理 

平成 
31 
年度 

変更前 992千円 
スキー教室の開催、体験学習教室の開催 
太鼓教室の開催、サッカー教室の開催 
施設管理 

変更後 271千円 
スキー教室の開催、体験学習教室の開催 
太鼓教室の開催、サッカー教室の開催 
施設解体に伴う施設閉鎖 

平成 
32 
年度 

変更前 992千円 
スキー教室の開催、体験学習教室の開催 
太鼓教室の開催、サッカー教室の開催 
施設管理 

変更後 271千円 スキー教室の開催、体験学習教室の開催 
太鼓教室の開催、サッカー教室の開催 
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2018推進計画個別事業調書 

文化課 

事業名 芸術文化ホール設備修繕事業 

一部見直し 節 ７ 施策 １ 番号 ３４１ 

事業概要 （見直し内容・工夫事項） 
 
 文化施設の安全性や利便性などの機能維持を図るため、各機器等の耐用年数なども考慮し

ながら、保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を計画的に修繕する。 
 施設全体が一斉に経年劣化していることから、大規模改修を考慮した計画とする。 
  
【見直し内容】 
平成 30年度はワイヤロープ、滑車類、操作制御盤の交換、ステージ壁修繕を行う。 
平成 31年は音響設備機器更新、平成 32年度は照明更新など、内容を精査し利用者の安全
性や機能の維持のため、専門的見地からの助言を聞きながら計画を見直すこととする。 
  
 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

変更前 10,044千円 ワイヤロープ、滑車類、操作制御盤の交換 10,044
千円 

変更後 10,908千円 ワイヤロープ、滑車類、操作制御盤の交換 10,044
千円 ステージ壁修繕864千円 

平成 
31 
年度 

変更前   0千円  

変更後 29,600千円 音響設備機器更新 29,600千円 

平成 
32 
年度 

変更前  0千円  

変更後 10,000千円 照明機器更新 10,000千円 
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2018進計画個別事業調書 

文化課 

事業名 文化施設修繕事業 

一部見直し 節 ７ 施策 １９ 番号 ００４ 

事業概要 （見直し内容・工夫事項） 
 
 文化施設の安全性や利便性などの機能維持を図るため、各機器等の耐用年数なども考慮し

ながら、保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を計画的に修繕する。 
 
【見直し内容】  
  北広島市芸術文化ホール平成 30年度インターロッキング等外構工事、自動火災報知設備更
新工事、平成 31年度中央監視更新工事を実施する。 
  大規模改修実施までの間、保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を部分的に修繕す
るため、通常修繕費用の支出予算の確保は必要である。 
 
※  当初計画平成 30年度計画していた大規模改修に伴う調査委託を平成 32年度に実施。 

平成 31年度計画していた実施設計の策定を平成 33年度に実施。 
平成 32年度に計画していた大規模改修を建設後 25年となる平成 34年度に計画する。 

 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

変更前  22,356千円 大規模改修調査委託 

変更後 19,900千円 

○インターロッキング等外構工事 6,400千円 
①インターロッキング修繕、②木の植樹剪定、③

ベンチ修繕、④行灯取外し、⑤花壇ブロック等修

繕、⑥駐車場ライン整備、⑦受動喫煙対策  
○自動火災報知設備更新工事 13,500千円 

平成 
31 
年度 

変更前 0千円 大規模改修調査実施設計 

変更後 29.160千円 冷暖房機中央監視機器更新工事 29,160千円 

平成 
32 
年度 

変更前 0千円  

変更後  22,356千円 大規模改修調査委託 
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2018推進計画 個別事業調書 

エコミュージアムセンター 

事業名 エコミュージアム普及推進事業 

見直し 節 ５ 施策 １ 番号 ２６６ 

事業概要 （見直し内容・工夫事項） 
エコミュージアムセンターは、従来の博物館的機能とともに、地域に残る自然遺産や歴史

遺産などを現地において保存・育成・展示することを通して地域づくりやまちづくりを行政

と市民が協働して進めるための拠点施設としての機能を持つことから、センターの展示機能

の活用や各地区の遺産等を見学する学習機会を提供する。 
【見直し内容】 
・講演会に係る謝金額の見直し（648,000円→150,000円） 
・道外視察調査旅費を計上 
・企画展の回数減（3回から 2回） ⇒ 美術品等運搬費減、標本展示作成委託減 
・地域遺産説明板・標柱購入費を除いた（Ｈ28・Ｈ29購入分で対応可） 
・地域遺産説明板・標柱組立・設置委託費の計上（人的負担の軽減） 
・備品の計画的購入（鍵付置型展示ケース、可動展示台、ベルトパーテーションスタンド等） 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

変更前 8,321千円 

施設の維持管理、まちを好きになる市民大学、市内

見学バスツアー、常設展示、企画展示、講演会、エ

コミュージアム推進委員会の開催、サテライト整備

に伴う地域遺産説明板・標柱の設置 

変更後 7,239千円 

施設の維持管理、まちを好きになる市民大学、市内

見学バスツアー、常設展示、企画展示、講演会、エ

コミュージアム推進委員会の開催、サテライト整備

に伴う地域遺産説明板・標柱の設置 

平成 
31 
年度 

変更前 7,997千円 

施設の維持管理、まちを好きになる市民大学、市内

見学バスツアー、常設展示、企画展示、講演会、エ

コミュージアム推進委員会の開催、サテライト整備

に伴う地域遺産説明板・標柱の設置 

変更後 7,162千円 

施設の維持管理、まちを好きになる市民大学、市内

見学バスツアー、常設展示、企画展示、講演会、エ

コミュージアム推進委員会の開催、サテライト整備

に伴う地域遺産説明板・標柱の設置 

平成 
32 
年度 

変更前 7,997千円 

施設の維持管理、まちを好きになる市民大学、市内

見学バスツアー、常設展示、企画展示、講演会、エ

コミュージアム推進委員会の開催、サテライト整備

に伴う地域遺産説明板・標柱の設置 

変更後 6,691千円 

施設の維持管理、まちを好きになる市民大学、市内

見学バスツアー、常設展示、企画展示、講演会、エ

コミュージアム推進委員会の開催、サテライト整備

に伴う地域遺産説明板・標柱の設置 
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2018推進計画 個別事業調書 

エコミュージアムセンター 

事業名 文化財保存・活用事業 

見直し 節 ５ 施策 ２ 番号 ２６８ 

事業概要 （見直し内容・工夫事項） 
国指定の文化財をはじめ、市指定文化財やその他の郷土資料にあっても同様に保存活用を

図り、展示等において文化財に触れる機会の提供を行う。 
 また、非常勤職学芸員を配置し、市内の文化財等の収集・調査・保護及び活用等の補助を

行い文化財行政の推進を図る。 
【見直し内容】 
・平成 30年度に実施する東記念館改修工事に伴い、郷土資料室内の収蔵品のフレンドリーセ
ンターへの一時移設及び復旧が必要なことから、その運搬費を計上 
Ｈ30：移設 1,113,千円、Ｈ31：復旧 1,177千円 

・掛け軸補修等委託費の精査 
Ｈ30：賞状一式 821千円、Ｈ31：古文書額再仕立 397千円、Ｈ32：掛軸補修 318千円 
（2017推進計画においては一律 821千円を計上） 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

変更前 7,443千円 

国史跡旧島松駅逓所の維持管理の実施及び開館

事業、東記念館郷土資料室維持管理、非常勤職学

芸員の配置、北広島市水稲赤毛種保存会交付金の

交付 

変更後 8,666千円 

国史跡旧島松駅逓所の維持管理の実施及び開館

事業、東記念館郷土資料室維持管理、非常勤職学

芸員の配置、北広島市水稲赤毛種保存会交付金の

交付、郷土資料室内収蔵品の一時移設 

平成 
31 
年度 

変更前 7,443千円 

国史跡旧島松駅逓所の維持管理の実施及び開館

事業、東記念館郷土資料室維持管理、非常勤職学

芸員の配置、北広島市水稲赤毛種保存会交付金の

交付 

変更後 8,306千円 

国史跡旧島松駅逓所の維持管理の実施及び開館

事業、東記念館郷土資料室維持管理、非常勤職学

芸員の配置、北広島市水稲赤毛種保存会交付金の

交付、郷土資料室内収蔵品の復旧 

平成 
32 
年度 

変更前 7,443千円 

国史跡旧島松駅逓所の維持管理の実施及び開館

事業、東記念館郷土資料室維持管理、非常勤職学

芸員の配置、北広島市水稲赤毛種保存会交付金の

交付 

変更後 7,050千円 

国史跡旧島松駅逓所の維持管理の実施及び開館

事業、東記念館郷土資料室維持管理、非常勤職学

芸員の配置、北広島市水稲赤毛種保存会交付金の

交付 
 

16



 

 

2018推進計画 個別事業調書 

エコミュージアムセンター 

事業名 旧島松駅逓所大規模改修事業 

見直し 節 ５ 施策 ２ 番号 ３８５ 

事業概要 （見直し内容・工夫事項） 
 
近年、歴史的文化遺産を地域の遺産として評価することの高まりや、その活用に関する様々

な市民活動が芽生えている。このことから、当市が保有する旧島松駅逓所においても「利用

の推進」と「幅広い利活用の最適化」の観点に立ち、安全対策（耐震強化と防災設備強化）

及び利活用や維持管理の検討を踏まえた保全整備を行う。 
 
【見直し内容】 
・平成 31年度に防災設備工事を行うこととしていたが、平成 33年度の修理工事と併せて行
うこととする。また平成 32年度の修理実施設計と併せて耐震補強設計を行う。 
※建設部に対して積算を依頼したが、積算条件不明のため積算不可とのこと。現時点にお

いては 2017推進計画における事業費を計上する。 
・（仮称）旧島松駅逓所大規模改修事業外部委員会の運営に当たり、委員招集、資料作成及

び整理、議事録作成等の事務が生じることから、その運営補助員を配置することとし、臨時

職員報酬及び社会保険料を計上する。 

年
度
別
事
業
計
画 

年度 
計   画   内   容 

区分 事業費 事  業  内  容 

平成 
30 
年度 

変更前 8,282千円 ・耐震診断 

変更後 10,150千円 ・耐震診断 

平成 
31 
年度 

変更前 20,062千円 ・防災設備工事 
・修理基本設計 

変更後 21,930千円 ・修理基本設計 

平成 
32 
年度 

変更前 21,992千円 ・修理実施設計 

変更後 24,042千円 ・修理実施設計及び耐震補強設計 
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